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サイエンスキャンプは、研究の現場を知り、日

頃経験したことのない最先端の分析機器で身の回

りのことを調べることにより、参加者が、科学技

術をより身近のものと感じられるようになること

をねらいとして、高校生を対象に （財）日本科、

学技術振興財団が主催し、公的研究機関の協力の

下に実施されています。

1998農業環境技術研究所は この趣旨に賛同し、 、

年から毎年高校生を受け入れ、サイエンスキャン

プを実施してきました。本年度も、多数の応募者

の中から 名の参加者を受け入れ、研究部の協12
力の下、 月 日から 日まで、以下の つの8 18 20 3
テーマで行いました。

コース： アレロパシーによる植物間相互作用A 「
」 （ ）を調べてみよう 化学生態ユニット

、・ガラス室やため池で栽培している植物を観察し

アレロパシー現象を理解する。

・アレロパシー活性を、生物検定法で測定する。

・アレロパシー物質を分離する方法を体験する。

・生物検定法の結果を比較し、アレロパシー物質

がいろいろな植物に及ぼす作用を調べる。

コース： 土の中のイオンの動きを探る」B 「
（土壌物理ユニット）

・土の中に存在するさまざまなイオンを、イオン

クロマトグラフィーで分析する。

・土の中をイオンが移動するようすを実験で調べ

る。

・実験結果をもとに、なぜ土に加えていないはず

のイオンが流出してくるか、なぜ、イオンの種

類によって移動する速さが違うのかを考える。

「 」Cコース： 植物や土の中の微生物を観察しよう
（微生物分類研究室）

・植物や土に生息する細菌とカビを顕微鏡で観察

する。

・植物や土から細菌とカビを分離する。

・分離した細菌やカビの性質を調べる。

初日の開講式では、陽理事長から歓迎の挨拶が

あり、オリエンテーション、施設見学の後、コー

スごとに分かれテーマが説明されました。

、 、二日目は 各コースごと担当研究者の指導の下

分析用試料の準備や種々の実験、顕微鏡での観察

など、各課題に取り組みました。

三日目は、データの整理や取りまとめの後、パ

ソコンを使用して成果のプレゼンテーションを行

い、参加した高校生は理解を一層深めることがで

きました。

事務局として、各コースで指導を担当した関係

者の皆様にお礼を申し上げます。
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